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アレクシオンファーマ、視神経脊髄炎スペクトラム障害患者さん向けに 

「音楽に合わせて楽しく続ける NMOSD のリハビリテーション動画」を制作 

オリジナルのロックや演歌に合わせて、立位でも座位でも楽しく運動できる動画です 
 
アレクシオンファーマ合同会社（本社:東京都港区、社⾧:笠茂公弘 以下「アレクシオンファーマ」）
は、NMOSD（Neuromyelitis Optica Spectrum Disorders、視神経脊髄炎スペクトラム障害:
以下 NMOSD）の患者さんを対象に、自宅でも楽しく音楽に合わせてリハビリテーションを続けていただくた
めの動画を制作、2 月 19 日に疾患啓発サイト「NMOSD Source」上で公開しました。
（https://nmosdsource.jp/） 
 
NMOSD は、日本には約 6,500 人の患者さんがいる 1 と推定されており、国の指定難病の一つです。こ
の病気は自己免疫疾患の一つと考えられ、患者さんの 9 割は女性で 2、中枢神経（脳、脊髄、視神経）
に炎症を繰り返すことが特徴です。車いすや杖が必要な歩行障害を伴う方や、視神経炎による視力障害
の生じる方、しびれや痛みが起こる方など、その症状は多様で、患者さん一人ひとり異なります。 NMOSD
では再発予防が重要ですが、後遺症に対しては運動機能の維持や体力の保持だけでなく、患者さんが自
分らしく生活できるよう QOL を向上させる目的でリハビリテーションが行われます。しかし、自宅でどのような
リハビリをすればよいのか分からず、継続が難しい患者さんもいらっしゃいます。 
 
このリハビリテーション動画は、「自宅でも楽しく正しいリハビリテーションを続けたい」という患者さんの声を受
け、患者団体の NPO 法人日本視神経脊髄炎患者会の協力のもと制作されました。専門家の指導によ
る運動療法を、プロの音楽家が動きに合わせて書き下ろしたオリジナルソングに合わせて楽しく行うことがで
きる点を特⾧としています。動画では、呼吸・嚥下・手の指・脚・足の指の 5 つの部位別に、ミュージカル
調・ボサノバ調・ロック調・演歌調などのユニークな歌と音楽に合わせて、専門の理学療法士が指導・監修
した運動療法を紹介しています。また、運動の目的や注意点を学べる「はじめに」、そして説明を聞きながら
ゆっくりした速度で行うことができる「説明編」、慣れてきた方用に少し速い速度で動ける「本編」を用意して
おり、患者さんのニーズに合わせて利用することができます。 
 
監修医の国際医療福祉大学 医学部脳神経内科学教授の荻野美恵子先生は次のように述べています。
「NMOSD 患者さんが自発的に、日常的にリハビリテーションに取り組めるように工夫した動画です。音楽
に合わせて運動を行うというユニークなアプローチが、患者さんにとって在宅でケアを続けるきっかけになること
を願っています」。また、運動療法の指導・監修を担当した国立精神・神経医療研究センター病院 身体リ
ハビリテーション部 理学療法士の寄本恵輔先生は「素晴らしい音楽家達と我々の想いを結集し、
NMOSD の患者さんにもご協力を得て制作しました。一回、耳にしたら頭から離れないメロディーと楽しく行
う運動はパソコンやスマホなどがあれば何処でも閲覧できる動画になっています。まずは覗いて見てください。
きっと NMOSD 患者さんとその家族、医療従事者の方にも気に入ってもらえるものになると信じています」と
述べています。 
 



 

 

さらに、動画制作に協力した、ご自身も NMOSD 患者である、NPO 法人日本視神経脊髄炎患者会 理
事⾧の坂井田真実子さんは「ただただ痛くて動けない日も、この動画コンテンツで少し気が晴れたり、楽しく
なったり、音楽で癒されたりしてもらえたらと願っています」と述べています。 
 
希少疾患に特化した製薬企業であるアレクシオンファーマは「すべての希少疾患をもつ人々に人生を変え
る治療法と希望を届ける」というパーパスを掲げています。今後も NMOSD をはじめ、希少疾患の患者さん
やご家族の生活や希望を支える一助となるような活動に注力してまいります。 
 
＊＊＊＊＊ 
 
■リハビリテーション動画概要 
名称 音楽に合わせて楽しく続ける NMOSD のリハビリテーション動画 

掲載ページ 疾患啓発サイト「NMOSD Source」 
https://nmosdsource.jp/ 
 
動画および動画の内容をご紹介する冊子は 
下記のいずれかの方法でアクセスできます 
・こちらをクリック 
・「トップページ」 → 「患者さん向け冊子・動画」→
「NMOSD のリハビリテーション」 
・二次元バーコード（右記） 

 

監修 国際医療福祉大学 医学部脳神経内科学教授 
市川病院神経難病センター⾧・脳神経内科部⾧ 
荻野美恵子先生 

国立精神・神経医療研究センター病院 
身体リハビリテーション部 理学療法士 
寄本恵輔先生 

制作協力 作詞・作曲・歌唱 ピアノ 

NPO 法人 
日本視神経脊髄炎患者会 
理事⾧ 坂井田真実子さん 

田村依里奈さん 石井里乃さん 

 
 

 

動画の詳細 

■はじめに:運動の目的や注意点を学ぶ動画です 



 

 

■説明編:動作のポイントや体の動かし方などの説明を聞きながら、ゆっくりした速度で運動できる動画です 

■本編:慣れてきた方用に少し早い速度で運動することができる動画です 

 
視神経脊髄炎スペクトラム障害（NMOSD）について 
NMOSD は、免疫系が不適切に活性化され、中枢神経系にある健康な組織や細胞が標的となる希少
疾患です 3,4。NMOSD の患者さんの約 4 分の 3 が、アクアポリン 4 というタンパク質に結合する抗アクア
ポリン 4 抗体という自己抗体を保持しています 5。この結合により、免疫系の一部であり感染に対する生体
防御に不可欠な補体系が不適切に活性化されて、視神経、脊髄、脳の細胞が破壊されることがあります
3,6,7。 
NMOSD は女性によく見られ、主に 30 代半ばに発症しますが、男性や小児もまれに発症することがありま
す 8,9。NMOSD の患者さんでは、視覚障害、強い痛み、膀胱／腸の機能低下、皮膚感覚の異常
（例:ピリピリ感、チクチク感、または熱さや冷たさに対する過敏性）、運動機能障害などが認められるこ
とがあります 10-14 。また NMOSD の患者さんのほとんどに、予測できない発作（再発）が見られます。再
発するたびに、視力喪失や麻痺などの障害が蓄積され、時として若年で死に至ることもあります 11,12,15。
NMOSD は、多発性硬化症などの他の CNS 疾患とは異なる疾患ですが、その診断までの道のりは⾧く、
時に誤診されることもあります 16-18 。 
 
NMOSD Source について 
NMOSD Source はアレクシオンファーマ合同会社が運営する、NMOSD 患者さんや NMOSD を詳しく
知りたい方のための疾患啓発サイトです。NMOSD の症状や治療法、日常生活の過ごし方を紹介してい
ます。患者さん向けの NMOSD についての情報をまとめた冊子や動画も見ることができます。詳細について
は https://nmosdsource.jp/ をご覧ください。 
 
アレクシオンファーマ合同会社について 
アレクシオンファーマ合同会社は、2021 年のアストラゼネカとアレクシオン・ファーマシューティカルズとの統合
により生まれた、アストラゼネカグループの希少疾患部門アレクシオン・アストラゼネカ・レアディジーズ（本
部:米国マサチューセッツ州ボストン）の日本法人です。アレクシオンは 30 年以上にわたり、希少疾患の
リーダーとして、患者さんの生活を一変させるような治療薬を発見、開発、販売することで、希少疾患なら
びにその深刻な症状に苦しむ患者さんとご家族への貢献に注力しています。アレクシオンは、補体カスケー
ドの新規分子や標的を対象に研究を行っており、血液、腎臓、神経、代謝性疾患、心臓、眼科、および
急性期の治療薬を開発し、世界 50 カ国以上で患者さんに提供しています。  



 

 

アレクシオンファーマ合同会社に関する詳細については、www.alexionpharma.jp をご覧ください。 
 
アストラゼネカについて 
アストラゼネカは、サイエンス志向のグローバルなバイオ医薬品企業であり、主にオンコロジー領域、希少疾
患領域、循環器・腎・代謝疾患、呼吸器・免疫疾患からなるバイオファーマ領域において、医療用医薬品
の創薬、開発、製造およびマーケティング・営業活動に従事しています。英国ケンブリッジを本拠地として、
当社は 100 カ国以上で事業を展開しており、その革新的な医薬品は世界中で多くの患者さんに使用さ
れ てい ます 。詳 細 に つい て は https://www.astrazeneca.com ま たは 、ソ ー シャ ル メ デ ィ ア
@AstraZeneca（英語のみ）をフォローしてご覧ください。 
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